














要約:母子保健事業は社会変動の特性を踏まえた問題を明らかにしつつ、科学技術の進歩に

叶ったシステムの発展に期待が寄せられている。高齢化社会は母子保健事業に新たな課題

を提供し、住民に直結する施策の展開が求められた。このため保健サービス研究の体系を

踏まえ母子保健事業の背景構造、人事およびサービスの質の管理システムを検討し効率化

研究の基本概念を明らかにした。 

さらに、効率的な社会資源の活用と方向性について住民要請、情報、技術、人材開発、法

制度等に関する実証的研究を深めた。 


